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2025年3月14日

ＥＮＥＯＳ株式会社

エネルギートランジションに臨む
ENEOSの次世代燃料への取り組み
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本日のアジェンダ

1. ＥＮＥＯＳの概要

2. 関西に関わる次世代燃料の取組
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ＥＮＥＯＳの概要1
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3１．ENEOS の事業概要～グループ概要～

◆ エネルギー、石油・天然ガス開発、金属、機能材、電気・都市ガス、再生可能エネルギー事業を通じ、

社会の発展と活力ある未来づくりに貢献

権益銅生産 : 20万㌧/y 

粗銅生産 ：45万㌧/y

エラストマー :世界トップクラスのシェア

▲うるまメガソーラー

発電容量 : 2.6GW 再生可能エネルギー発電容量要: 1.1GW 

原油製造: 8万BD 国内マーケットシェア: 50％

パラキシレン供給: 323万㌧/y 

薄膜材料、機能材料事業等

ＥＮＥＯＳホールディングス

世界

No.1

プロピレン供給 : 164万㌧/y 

アジア

No.1

国内

No.1
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出典：ENEOSグループ 2023～2025年度第３次中期経営計画

1.CNに対するENEOSの方針～CN基本計画～

●2040年度に向けて、当社排出分※のカーボンニュートラル実現を目指す。
＊Scope1+2が対象
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関西に関わる次世代燃料の取組2
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◆電化・水素化が難しい航空業界では、代替燃料であるSAFの活用により脱炭素化を推進

◆ SAFは、従来の燃料に対して約60％～80%のCO2削減が可能

2-1. ENEOSの取り組み～SAFの動向～
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国内需要見通し ー 30万KL/年 171万KL/年

当社供給目標 ー 15万KL/年＋α 50万～70万KL/年+α

製造

国内

海外

原料
調達

国内

海外

販売 国内外

長期（2030年～）中期（2025～2030年）短期（～2025年）

三菱商事社
との協業

国内SAFニーズ拡大
への対応

豪州Ampol社との
協業等
海外SAFニーズ対応

和歌山1号機稼働に
向けた原料確保

原料コスト低減・調
達安定化

1号機（和歌山）HEFA建設FS・FEED

2号機以降 検討中

パートナー企業とのSAF製造事業投資検討中

廃食油調達先開発 SAF原料として利用開始

非可食原料開発 SAF原料として輸入開始

SAF仕入販売

自社製造SAF販売

2024

早期市場参入、
供給安定化

国内供給

体制の確立

さらに事業

エリアを

海外へ拡大

製造 ｜
原料調達｜
販売 ｜

和歌山にてSAF製造設備1号機生産開始予定。2号機以降の供給能力拡大検討中。
国内外廃食油ならびに非可食原料開発も含めた原料の安定調達。
生産開始以前は輸入品の販売により、SAF市場へ早期参入。

◆ 「国内最大の供給体制」を確立するため、長期にわたって様々な事業を展開予定

2-1. ENEOSの取り組み～SAF：事業ロードマップ～
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◆ 「SAFの製造・供給体制構築支援事業」への採択

◆基本設計の実施へ向けて推進

2-1. ENEOSの取り組み～SAF：和歌山バイオ燃料製造設備～
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92-2. ENEOSの取り組み～合成燃料製造技術の開発①～

◆低炭素水素とCO2により製造される液体燃料で、ネットカーボンゼロを実現

◆幅広い炭素数分布を持つ粗油を精製し、ナフサ、ガソリン、ジェット燃料、軽油を製造

CO2

H2

CO2回収

低炭素水素製造

H2+CO2

合成燃料製造

合成
粗油

製品化 ガソリン

ジェット燃料

軽油

重油

合成燃料
H2

CO2

+

CO2

CO2排出カーボンリサイクル
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102-2. ENEOSの取り組み～合成燃料製造技術の開発②～

◆グリーン電力から作った水素と CO2 を原料とした合成燃料の一貫製造が可能な日本初のプラント

◆運転を通じて、コスト低減に向けた各反応工程性能向上とプロセス全体の高効率化への取り組みを実施

合成
粗油

合成
燃料

合成燃料製造
（アップグレーディング設備）

H2

CO2

H2

CO

合成粗油製造
（FT合成反応設備）

合成ガス製造
（逆シフト反応設備）

低炭素水素製造
（水電解設備）

本事業は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）グリーンイノベーション基金事業/技術開発/CO2等を用いた
燃料製造技術開発プロジェクト/液体燃料収率の向上に係る技術開発の一環として実施しています。 (JPNP21022)
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◆走行デモンストレーションや実証プラント完成式典を実施。大阪・関西万博において、走行実証計画が進行

2024/9/28：実証プラント完成式典

⚫ 来賓として国会議員、METI・NEDO・施工
会社幹部をお招きし、また多数のメディアに
ご参加いただいた

2-2. ENEOSの取り組み～合成燃料製造技術の開発③～

2025/4～10月：大阪・関西万博におけるバス走行実証

・小型プラントで製造する合成燃料を
万博シャトルバス走行等に活用。
・万博開催期間中（4/13～10/13）に
大阪駅発着で運航予定。
・3/27お披露目式開催。

バス乗り場・お披露目式会場
うめきたグリーンプレイスバス駐車場
資料提供：西日本旅客鉄道株式会社
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12全体サマリー

✓日本のエネルギーリーディングカンパニーの一つとして、国内エネルギートランジションをリード

✓大阪・関西万博や和歌山のアセットを活用した事業についても推進
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